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1. 本稿の背景と目的

現代中国語において動詞の後に名詞成分が二つ続く文形式 [No十V十N，+M+N2J、いわゆる二重目的

語構文に関する研究はこれまで数多く発表されているが、その中で最も関心を集めているものは、や

はりモノの〈授受GIVE&TAKE>を表す構文に関する研究であろう Q

たとえば、以下に挙げるものがその代表的な例文である。

[No+ V 十 N，+M 十 N2J

l 我送了 回二土園。

私 贈る PERF 彼一つりンゴ

J1私は彼にリンゴを つプレゼン卜した。

二重目的語構文についての研究は、その関心とするところが例1に見られるようにく授受>の意味を

表す典型的なタイプのものに集中している。

ところで、とこで注目すべき点は、日本語と英語における二重目的語構文はモ/の移動に憶して単

方向、すなわちく授与GIVE>しか表すととができないのに対し、中国語の二重目的語構文はく授与

GIVE>とく取得TAKE>双方向の移動を、同じ構文形式を用いて表すことができることである。次lこ

挙げる例2はく取得>を表す用例である。

2 地盆了 函二副園。

彼女盗む-PERF 私一対ピアス

J2.彼女は私からピアスを(一対)盗んだ。

このようなく取得>を表す文を二重目的語構文とみなすかどうか、また、みなす場合はく授与>と

<取得>のどちらがプロトタイプ的意味であるかについては、いまだにその意見が分かれるところで

ある。

ー方、同じように [No+V+N汁M十N2J とし、う文形式を構成しながらも、く授受>を表さない非典型

的な用例も数多く存在する(下記例3-6)。ただ、このような周縁的タイプを主な考察対象として取り

上げた研究は、筆者の知る限りでは、あまり多く見受けられない。

[No 十 V + N， + M 十 N2J 

3 蚊子 竪了 圏 ーノト 画。

~ 攻む PERF 手ム 一-/コ 腫れもの

4 那碗面 吃了 固 二主主 園。

あのラーメン 食べる-PERF 彼 頭いっぱい汗

5 擦巣子 擦了 画 一身 屈。

テーブノレを拭く拭く PERF 干L 全身 i干

6 我 打了 国 一一人L 匡亘。

私 殴る PERF 彼 ~/コ ビンタ

7. tき雀 主主了 雇亘 二主主 屈。

お父さん 置く PERF 机の上 ー包 もの

13 蚊に刺されて、腫れものが一つぜきた。

J4 ラーメンを食べて、彼は頭いっぱいに汗をかいた。

J5 テープ、ルを拭いていて、私は全身に汗をかいた。

J6 私は彼にビンタを一発食らわせた。

J7お父さんは机の上に紙包みを置いた。

認知言語学の観点からみた場合、文の形式が同じであるならば、それらは相互に何らかの形で関連

性を有し、また何らかの共通点を共有しているはずであると考える。

そこで、本稿はこれまでの本研究に関連する先行研究を概観しその問題点を指摘した上で、 Goldberg

(1995)が提唱する構文文法の枠組みで、周縁的タイプの二重目的語構文を中心に [No+V+N汁M十N，J

の形式を成す文を考察する。そして、二重目的語構文の共通スキー7 を見出し、そのスキー7 を提示

した kでプロトタイプ的意味と拡張的意味を規定する。最終的には、拡張の動機づけと拡張ノレートを

明らかにすることが本稿の目的である。

同時に、二重目的語構文のスキーマとの共通性が認められる、現代中国語に見られるその他の構文

( [“得"補語構文]、 [方向補語を含む構文]、 {存現構文]など)も視野に入れ、これらの構文

と二重目的語構文との構文ネットワークを提示することを試みる。

2. 本稿の構成と主張

本稿は、 [No十V+N，+M十N2Jの形式を持つ「二重目的語」構文を三つのタイプに分けて、それぞれ

が有する特徴について考察・分析を行った上で結論を導くという方法論、つまり帰納法による論議を

展開してし、く。

本稿の主な構成は、 iJZの通りである。

[タイプ 11く授受>を表す 典型的

[タイプIII<授受>を表さない 非典型的

【タイプrnlく授受>を表さない 非典型的

[No+V+N，くヒト >+M+N2J 例1-2)

[No十V+N]くヒト >+M+N2J 例3-6)

[No十V+N，くトコロ >+M+N2J 例7)

第ー章では本稿の研究範囲とそれに関する問題点を指摘し、第二輩で二重目的語構文に関するこれ

までの主な先行研究を概観する。

第三章では、上記[タイプ 11の典型的二重目的語構文について考察を行い、関連する先行研究の

成果を再検証した上で、く取得TAKE>を表す [No+V+N，+M+N2J も二重目的語構文に属することを

確認する。また本章で、 [タイプ 11構文の意味、すなわち二重目的語構文のプロトタイプ的意味は

rNoが意図的にN，へN2を移送するJであると指摘し、 N。が授影者、 N，が受影者、 N2が授受対象の役害l

を果たすと規定する。このく移送>行為はNoの意図によって行われるため、構文全体としてはくする

>的であると考える。

第四章では、上記{タイプIIIの構文に関する考察を行い、非典型的な二重目的語構文におけるN2

が抽象的なそノあるいは新しく出現したモノて、あってもよいこと、またNoがモノ/コトである場合、

構文全体に「話者の主観性を表す」という付加的意味合いが含まれることを指摘する。 [タイプIII
構文は rNoの影響力により、 N2がN，に抽象的に移送されるj という意味を表し、 Noがモノ/コトであ

る場合のく移送>行為については、 Noの意図によるものではないため、構文全体の動作性は[タイプ

1 1よりやや低いと考える。

現代中国語には、本来ヒト名詞を支配できない動詞が二重目的語構文に用いられる左ヒト名詞を支

配できるようになる、という特徴がある。また、現代中国語における数量表現は、通常 [V+M+NJが

無標の語順であるが、名詞成分Nがヒト名詞である場合は、 [V+N+MJ の語順が採れるようになる。

との二つの現象が生じる理由としては、二重目的語構文の構文圧力を受けるためであるという構文論

的動機が存在するととを主張する。

第五章では、これまで注目されることの少なかった、さらに周縁的な範需に属する上記[タイプ血]

の構文を取り上げ、 [存現構文]との対照分析を通して、構文の意味と生起条件を考察する。[タイ
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